
 

理学研究科 理学専攻 数学領域  

博士前期課程 

教育研究上の目的 

数学領域の博士前期課程は、数学の基本的な知識の上に立って、それぞれの分野の研究の一端を

理解し、数理的な処理能力を身につけ、これらを社会における科学・技術関連分野および教育機関に

おいて活用できる人材の育成を目的とする。 

教育目標 

理学研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、数学領域博士前期課程では、学生が各分野の研究

の一端に触れることを通じて、数学への理解を深めるとともに数理的な処理能力を身につけ、これらを

科学・技術関連分野および教育機関において活用できるようになることを目標としています。 

近年の社会では、生産活動の基盤としての科学技術およびその土台でもある数学が、常に重要視さ

れてきました。さらにこの学問の普及と後世への伝達という意味で、数学を正しく教育できる人の育成も

大事なことであり続けています。本課程では、これらの観点から上記の教育目標を設定しています。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士前期課程では、カリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した修士論文が審査の

うえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、修士（理学）の学位が授

与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）専門とする分野における専門基礎知識を体系的に理解する能力を身につけている。 

（２）論理的で正確な言葉を用いて、自らの研究・考えを発表する能力を身につけている。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）専門に関わるテーマについて、国際的にも通用する形で、情報の発信と受信をする能力を身につ

けている。 

（２）専門とする分野における専門基礎知識に基づいた研究計画をたて、それを独自に遂行できる能力

を身につけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）専門とする分野と関連する様々な現場で中核となり、問題解決や技術の発展に積極的にかつ粘り

強く取り組む能力を身につけている。 

（２）研究において直面する問題を、各分野の専門知識を応用し、自ら工夫して解決できる能力を身に

つけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士前期課程では、数学のそれぞれの分野の研究の一端を理解し、数理的な処理能力を身

につけ、これらを社会の科学・技術関連分野および教育機関において活用できる人を育成するため、

以下に示した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）理学研究科、数学領域の各分野の研究課題を見据えたカリキュラムを設置して、教育研究を遂行

しています。 

（２）数学の各分野の専門教員を配置し、さらに数学に限定することなく幅広く学修できるようにカリキュ

ラムを実施しています。 

 



 

２．教育の方法と評価 

（１）「特別研究」においては指導教授に加えてアドバイザーによる助言を行い、論文作成過程の教育・

研究指導体制の確認を行い、また人材養成目的に適った教育内容・方法等を確認しています。 

（２）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用

意しています。 

（３）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画・遂行・発表を含む前期課

程内研究の中間審査および本審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力

とプレゼンテーション・コミニュケーション能力の評価を行なっています。これら評価は、公平性と厳格

性を期して、３名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）理学の基本である数学の基礎を身に付け、その知識を応用して新しい問題の解決に積極的に取り

組める人を育成します。 

 

２．本領域の求める入学者 

（１）数学の分野における基礎的な知識を有する人 

（２）上記の基礎知識を応用して、様々な問題に直面した時に自分で解決する能力を、身につけるよう

な意欲を持っている人 

 

３．大学までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）大学卒業までに身に付けた数学の基礎知識に基づいて、入学後の学修に対する目的意識や問題

解決への主体的な意欲も加味して、入学者選抜を行います。 

 



 

理学研究科 理学専攻 数学領域  

博士後期課程 

教育研究上の目的 

理学研究科、数学領域の博士後期課程は、博士前期課程での学修を基盤としてそれぞれの分野の

研究の現況を理解し、意味のある課題を見定めた上で数学の研究を推し進めることのできる人材を育

成することを目的とする。 

教育目標 

理学研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、数学領域博士後期課程では、学生が各自の研究を

深めることを通じてその分野を中心とするできるだけ広い範囲の研究の現況を把握し、意味のある適切

な問題を自ら設定しつつ数学の発展に寄与する能力を身に付けることを目標としています。 

近年の社会では、生産活動の基盤としての科学技術およびその土台でもある数学が、常に重要視さ

れてきました。さらにこの学問の継承・発展という意味で、数学の研究を推し進めることのできる人の育

成も大切であり続けています。本課程では、この観点から上記の教育目標を設定しています。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

本領域博士後期課程では、カリキュラムにおいて所定の単位を修得し、提出した博士論文が審査の

うえ合格と判定された者は、以下に掲げる能力を身につけていると判定され、博士（理学）の学位が授

与されます。 

 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）専門および関連する分野の現況の把握に基づいて、研究の意義を評価する能力を身につけてい

る。 

（２）自分に適切な研究課題を見定めて、大まかな研究計画を立案する能力を身につけている。 

 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）世界的に問題を共有し、研究を国際的に推し進めることができる能力を身につけている。 

（２）自律的に研究を推し進め、研究成果を世界に発信できる能力を身につけている。 

 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）専門とする分野と関連する分野で中核となり、問題解決や技術の発展の中心なれる能力を身につ

けている。 

（２）新しい発想で、既存の問題を解決し、新たな研究を開発できる能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本領域博士後期課程では、教育目標として掲げたような、数学の発展に寄与できる人を育成するた

め、以下に示した方針でカリキュラム・ポリシーを設定しています。 

 

１．教育課程の編成・実施 

（１）理学研究科、数学領域の各分野の研究課題を見据えたカリキュラムを設置して、教育研究を遂行

しています。 

（２）数学の各分野の専門教員を配置し、さらに数学に限定することなく幅広く学修できるようにカリキュ

ラムを実施しています。 

 

２．教育の方法と評価 

（１）「特別研究」においては、必要な場合には指導教授に加えてアドバイザーを設定して助言を行い、

論文作成過程の教育・研究指導体制および人材養成目的に適った教育内容・方法等を確認してい



 

ます。 

（２）TA(ティーチング･アシスタント)に就くことで、教育者として教育能力を高める経験を積む機会を用

意しています。 

（３）成績評価の厳格化を通じ、単位制度の実質化を達成しています。計画・遂行・発表を含む後期課

程内研究の中間審査および本審査を介して、さらには、学会発表実績を通して、研究課題解決能力

とプレゼンテーション・コミニュケーション能力の評価を行なっています。これら評価は、公平性と厳格

性を期して、３名以上の専門教員で実施するようにしています。 

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針） 

１．大学院教育によって培う能力 

（１）理学の基本である数学の基礎を身に付け、その知識を応用して新しい問題の解決に積極的に取り

組める人を育成します。 

 

２．本領域の求める入学者 

（１）数学の分野における基礎的および専門的な知識を有する人。 

（２）上記の知識を応用して、様々な問題に直面した時に自分で解決する能力を、身につけるような意

欲を持っている人。 

 

３．博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）大学院前期課程修了までに身に付けた数学の専門的知識に基づいて、入学後の学修に対する目

的意識や問題解決への主体的な意欲も加味して、入学者選抜を行います。 

 


